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Asian Excavated Jew’s Harps : A Checklist (1) - Lamellate Jew's Harps (1) 
      　　　　　　　　　　　　　　
直川礼緒　TADAGAWA Leo　
 　 
　本稿は、2006 年 7 月 30 日、第 5 回国際口琴大会（オランダ、アムステルダム）での
口頭発表「The Checklist of Asian Excavated Jew’s Harps」（英文）と、それに改訂を加
え、国際口琴協会の会報第 4 号に掲載された論文（Tadagawa 2007）とをもとに、以降蓄
積されてきた新たな情報を加えて改訂した、日本語版である1。本稿では、薄板状の口琴
lamellate Jew’s harp のうち、紐を引くことによって弁を振動させる、いわゆる「紐口琴」
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１．中国内蒙古自治区 Inner Mongolia, China [01]5
　現時点で最古の口琴のひとつが、中国内蒙古自治区東南部に位置する、赤峰市 6 の夏家
店上層文化の遺跡の、14 号墳墓から、1960 年に発掘されている（fig. 01, 02）7。夏家店上
層文化は、紀元前 1,000 年〜 600 年頃まで続いた、青銅器文化であり、この遺跡の発掘品は、
紀元前 8 〜 4 世紀のものとされている（中国科学院考古研究所内蒙古工作隊 1974）。
　発掘チームによる報告書では、この遺物は口琴とは同定されておらず、「梭（機織
りに用いるシャトル）」とされている。これを口琴と同定したのは、ミシガン大学人
類学博物館のハニチャーチ Honeychurch8 であると考えられ、その未発表の原稿「A 















　　　fig. 01   中国内蒙古自治区夏家店上層文化の
　　　口琴 [01] 写真 （上）
　　　fig. 02   同実測図 （下）。中国科学院考古研究
　　　所内蒙古工作隊 1974 より























































２．中国北京市延慶区 17 Yanqing District, Beijing, China [02 〜 05]
　北京市の北西部、軍都山墓地群で 1985 年から 1991 年にかけて行われた発掘調査で、4
本の竹製口琴（原文：竹篾簧片）が出土している18（fig. 05, 06）。この遺跡は、春秋時代（紀

























　　   fig. 05   中国北京市延慶区軍都山墓地群出
　   　土の口琴の実測図。下から [02][03][04][05]。
　　   北京市文物研究所 編著 2007 より
　   　fig. 06 中国北京市延慶区軍都山墓地群出　　　　
　　 　 土の口琴の写真。 下から [02][03]。
　　　 北京市文物研究所 編著 2007 より
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　モンゴル国中央部、トゥヴ県のモリン トルゴイ Morin Tolgoi 遺跡の匈奴の墳墓から、紀
元前 3 〜 1 世紀の骨製の口琴（fig. 08）が発掘されている（ツェヴェーンドルジ Цэвээндорж 
1990）22。モリン トルゴイ遺跡は、青銅器時代の鹿石を伴う遺跡で、口琴は、第 1 墳墓の
遺骨の、左腰の部分から出土した（fig. 09）。全長 125mm、幅 14mm、厚さ 2mm。枠は、
基本的にほぼ長方形であるが、弁の先端付近の、丁度口に当たる部分の幅を、弧を描くよ
うに狭く削り、「鳶の尾」状に形作られている。また、弁の根元側の枠の先端が「｛　」の
　　　　fig. 07   口琴が発見された位置。 95 号墓　　　　　
　  　　遺物分布拡大図。 図中の 21 番が口琴 [03]。





























られた模様（西村 2002?）。現在では土産品としての骨口琴ヤサン ホール yasan khuur も
見かける。
４.ロシア連邦トゥヴァ共和国 Tyva Republic, Russia [07]
　南シベリア、モンゴルのすぐ北隣に位置する、トゥヴァ共和国の中西部、チャー‐ホ
ル地区の匈奴の古墳アイムィルルィグ Аймырлыг XXXI の第 63 墳墓から 1980 年に発掘
された、紀元後 2 世紀の骨製の薄板状の口琴（A3b タイプ）が、サンクト‐ペテルブル
グのエルミタージュ美術館に収蔵されている。同館の特別展のカタログ（フェドセイエン
コ Федосеенко 編 2012）24 によれば、骨製で、長さ 103mm。幅の採寸の記載はないが、




　 　fig. 08  モンゴル、 モリン トルゴイ遺跡出土の口琴　
　 　 [06]。  写真提供：モンゴル科学アカデミー考古学研
　 　究所トゥルバト、ツァガーン Turbat, Tsagaan 助教授












５.ロシア連邦ハカス共和国 Republic of Khakassia [08,09]
　同じく南シベリア、トゥヴァ共和国の北隣の、ハカス共和国アスキズ地方の、タシトィ
ク（タシュティク）Таштык 文化のサハサル（サフサル）Сахсар 古墳から、骨製の薄板

















イで発掘された B タイプの金属口琴の木製のケースや、同じく B タイプの現行のトゥヴァ
の鉄口琴のケースの多く（木製、石製）が、ブーツの形に








　　　  fig. 10 　ロシア連邦トゥヴァ共和国、 アイム　　　　
　　　　ィルルィグ XXXI 古墳出土の口琴 [07] 写真。
　　　　フェドセイエンコ編 2012 より






























イカル川居留地とも）で発掘された、骨製の口琴 [10] が所蔵されている 26。








　ウスチ‐ヴォイカル土塁は、オビ川下流域、北部ツンドラと森林との境にある 14 〜 19
世紀の遺跡で、住民は、トナカイ狩猟と漁労に従事した、北部ハントィ（ハンティ）民
族とされる （Федорова 2004）。中世の当該地域を知る上で重要な遺跡で、その存在は、19
　　　fig. 12 　ロシア連邦ハカス共和国、 サハサル古墳　
　　　出土の口琴 [08]　写真 （上）。  




1993 年が初めて。その後、2003 〜 2008、2012、
2013 年と、数度に渡って発掘されている。この
口琴が撮影されたのは 2000 年のこと 27 なので、




とすれば、18 〜 19 世紀以降か。いずれにせよ、










　この他、同遺跡からは、「数多くの」骨製の口琴 [11] が出土していることが、[10] の発
掘の当時者でもある、フョードロヴァ Федорова, Н. によって報告されている（Федорова 
2005）。ただし、どのようなタイプのものが何本発掘されているのか、現時点では不明（こ
のため、本稿では [11] とするに留めた）。写真や実測図の存在も未確認である。
　「2003 〜 2004 年の調査（18 〜 19 世紀の層）では多数出土した骨口琴が、2005 年の調














   　　 fig. 14 　ロシア連邦ヤマロ ‐ ネネツ自治管区、
   　　 ウスチ - ヴォイカル土塁出土の口琴 [10]。
　　　 写真提供 ： ロシア科学アカデミーシベリア支部　
　 　　 ガリーナ ソルダートヴァ
    　　fig. 15 　現行のハントィ民族のトゥムラン tumran。
    　　ロシア連邦ハントィ ‐ マンシ自治管区スルグート











 1　 2006、2007 年版で採り上げた対象は、本稿の [01]（内蒙古）、[06]（モンゴル）、次稿
　　で取り扱う予定のバシコルトスタン共和国（1 本）、アルタイ共和国（1 本）、サハ共














 6 　発掘当時は遼寧省ジョーオダ アイマク（昭鳥達盟）。
 7　鮮明な図版の入手に当たっては、埼玉県埋蔵文化財調査事業団の福田聖氏に 2015 年
　　にご尽力いただいた。
 8 　2003 年当時。現在は、イェール大学（アメリカ合衆国コネチカット州ニューヘヴン）
　　助教授。
 9 　執筆時期不明。2003 年、口琴研究の第一人者フレデリック クレイン Crane, Frederick
　　（1927 〜 2011）の提供により、資料入手。
10　ほぼ同内容の考察は、ハニチャーチ Honeychurch 2014 にもみられる。この文献では、






































16　A4 および A5 タイプのものは、竹筒を素材として、円筒をそのまま使用するものも
　　あるため、「薄板状」という分類呼称が相応しいかどうか、検討の余地がある。
17　発掘当時は延慶県。
18　この情報は、ハニチャーチ Honeychurch 2014 中に見られる（p. 20）、「河北省北部中
　　央の軍都山」で発掘された口琴について、その出典を探るうちに行き当たった。同書
　　では、報告書の出版年も 2009 年とするなど、ズレが見られるが、報告書名「Jundu 
　　 Shan Mu Di : Yu Huang Miao」と編著者「Beijing Municipal Institute of Cultural 
　　Heritage」は、「軍都山墓地 : 玉皇廟」（北京市文物研究所編著 2007）と同一である
　　と考えられる。北京市延慶県と河北省、どちらも、広い意味では「黄河の北岸」を意
　　味する「河北」の地である。













21　他の竹の遺物は、用途不明の籤（細長い棒）35 枚、小さな板や薄片が計 3 件と、ご
　　く限られている。















　　め、枠自体に「取っ掛かり」を削り出してあるものもある（Süzükei & Tadagawa 2013）。
24　情報提供は、2015 年 12 月、クンストカーメラの考古学者グラチョーフ（[08, 09] 参照）
　　および同館コレクション管理担当キセリ Кисель, В. の両氏による。カタログの入手
　　に当たっても、両氏にご尽力いただいた。
25　ロシア連邦ハカス共和国の首都アバカン市にある、ハカス国立博物館の考古学者タシ
　　タンディノフ Таштандинов И. 氏の情報提供（2014 年 10 月）に基づく。2015 年 12 月、
　　発掘を担当した、グラチョーフ氏に面会、聞き取りと、発掘品の実見を行った。
26　情報提供は、2002 年、ノヴォシビルスクの民族音楽学者、ロシア科学アカデミーシ




28　他に、ニエミ Niemi 2001 の CD の解説でも、トゥムランの写真はすべて A3b タイプ。
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29　アレクセーエンコ Алексеенко 1988 中に、クンストカーメラ所蔵の「ハントィの」
　　A2タイプの骨の口琴の写真が掲載されている。しかしながら、2015 年 12 月、同書
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　The Jew’s harp is an ancient musical instrument distributed all over the world, especially on 
the Eurasian continent. Though not as many as in Europe, a certain number of historical Jew’s 
harps have been excavated in Asia. In the article, eleven examples of the A3b and A2 types of 
“stringed” lamellate Jew’s harps made of bone and bamboo from 1) Xiajiadian, Inner Mongolia, 
China (8-4th centuries BC); 2) Jundushan, Beijing, China (8-5th centuries BC); 3) Morin Tolgoi, 
Mongolia (3-1st centuries BC); 4) Aimyrlyg XXXI, Tuva, Russia (2nd century BC); 5) Sakhsar, 
Khakassia, Russia (4-5th centuries); 6) Ust-Voikar hillfort, Yamalo-Nenets Autonomous Okrug, 
Russia (18-19th centuries) will be discussed, as the first part of a paper.
　　　　　　　　　　　　　（本学付属民族音楽研究所社会人講座講師、日本口琴協会代表）
　
